
（別紙３）

～ R7年　2月　28日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

～ R7年　2月　28日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 障害特性や体調等を考慮しながら支援している。

2 家族や関係機関と連携しながら支援している。

3

コロナ禍後、季節のイベント行事に家族などが参加できなく

なっているが、今後は感染状況を確認しながら検討していき

たい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
通所の生活介護との共有スペースを活用しながら対応してい

る。

2

3

○事業所名 放課後等デイサービス事業所　さくら

○保護者評価実施期間
R7年　2月　3日

○保護者評価有効回答数

R7年　2月　3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　3月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

活動スペースがやや狭く感じる。 共有スペースを有効活用している。

多彩な活動を提供して、毎日楽しく参加できるように工夫して

いる。

季節を感じられる活動なども取り入れながら支援している。

学校が長期休暇時は外出活動など日頃できない活動なども取り

入れている。

健康状態や身体状況の変化等を観察しながら、安心して利用で

きるように対応している。

看護師が常勤にて配置しているので、迅速な対応ができてい

る。

施設内において入所・通所などサービスもおこなっている為、

多くの方との交流することが出来る。（各種行事イベント等）

季節の行事イベントにも一緒に参加し、交流することが出来て

いる。

事業所における自己評価総括表公表


